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研究成果の概要 

本研究課題は外場駆動および散逸を積極的に利用した量子状態制御の理論の確立とその応

用を目指している。2023年度は外場駆動による量子制御理論に関するレビュー論文を執筆し 1)、

さらに量子多体系のバルクに散逸が働いたときに見られる非平衡ダイナミクスの一般的な理解を目

指し研究を進めた。論文 2)では、散逸量子系において、対称化リウビリアンギャップという新しい量

を導入し、これが散逸下での量子系の緩和時間の上限を与えることを厳密に証明した。さらに、論

文 3)では、バルク散逸下での量子多体系の時間発展を生成するリウビリアンの固有値（特にスペク

トルギャップ）に、興味深い特異性が生じることを明らかにした。通常、散逸を弱くする極限ではリウ

ビリアンのスペクトルギャップは閉じることが知られているが、多体系の場合、先に熱力学的極限を

とり、その後で弱散逸極限をとったとき、スペクトルギャップが閉じずに有限に残ることがわかった。

さらに、この有限のスペクトルギャップは、散逸を 0 とした孤立量子系の緩和時間を特徴づけること

がわかり、以上の結果は古典カオス理論で知られているルエル・ポリコット共鳴の量子版と見なせる

ことを明らかにした。この成果は量子多体系におけるカオスの新しい側面を明らかにした重要なも

のである。 
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